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１．委員の指摘及び提言概要 

分子形状を用いた分離技術による生理活性の評価は、活性のスクリーニングを効率的に行う有用

な手法として活用ができると考えられる。下水処理場での重要な甲状腺ホルモン様物質として

TRIAC が検出され、増加したという新たな発見があったことは評価できる。曝露評価の結果も考慮

しながら環境検体の包括的な分析手法などの環境政策への反映も期待できる。 

TRIACに関しては、抱合体を含めた挙動の把握や評価が難しいが、その解明を期待する。 

 

２．採点結果 

評価ランク：Ａ 

 


